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研究の進捗状況や検討の方向性の確認

ガイドライン改善に向けた近年の取組状況

第7回 検討会
新たなDI（被害指標）、DOD（被害度）の必要性を確認

第8回 検討会
8つのDIでDODの見直し

第9回 検討会
2つのDIでDODの見直し、25m/s未満の追加など

第10回 検討会

住宅棟において屋根ふき材の追加や区別、園芸施設や自動車において目視で分かる程度の被害の追加、電柱における耐力を考慮など

木造の住宅または店舗における目視で分かる程度の被害の追加、鉄筋コンクリート造の集合住宅における評定の見直しなど

研究の進捗状況や検討の方向性の確認
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第11回 検討会
最近の研究状況の報告 住宅の外壁材、街路樹、船舶など
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日本版改良藤田スケールの運用開始 2016年4月1日2016

2023

2017年2月8日

2018年2月16日

2019年2月22日

2021年3月23日

2022年3月10日

第13回 検討会 2024年3月19日2024

第12回 検討会 2023年3月15日

住宅の外壁材（木造住宅等）、船舶（新規DI）の追加など
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【DOD追加】住宅等の外壁材

番号 被害指標（DI） DOD見直し案

１ 木造の住宅又は店舗 → DOD=6「金属系の外壁材のはく離」を「外壁材のはく離」とする。
金属系以外のサイディングのはく離を評定の対象に含めた。

６ 鉄骨造倉庫 →

DOD=4「外壁材の浮き上がり又は飛散」を「外壁材の浮き上がり、は
く離、飛散」とし、次の修正を実施
・風上側壁面の開口の有無による区別を削除
・最新の研究成果を反映する形で風速を一部修正

評定対象とする外壁材の種類
① 窯業系サイディング（住宅・事務所）
② 複合金属サイディング（住宅・事務所）
③ 鋼板製角波（工場・倉庫など）
④ 押出成形セメント板（オフィスビル）
⑤ ALCパネル（オフィスビル）

◆建築物の被害指標（DI）、被害度（DOD）の見直し（案）

①窯業系サイディング ③鋼板製角波（住宅の例） ④押出成形セメント板
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【DOD追加】住宅等の外壁材（DI=1：木造の住宅又は店舗）
日本版改良藤田スケールに関するガイドライン付録B「被害指標（DI）と被害度（DOD）及び風速の関係」修正（案）
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【DOD追加】住宅等の外壁材（DI=6：鉄骨造倉庫）
日本版改良藤田スケールに関するガイドライン付録B「被害指標（DI）と被害度（DOD）及び風速の関係」修正（案）
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【DOD追加】住宅等の外壁材（DI=6：鉄骨造倉庫）
日本版改良藤田スケールに関するガイドライン付録B「被害指標（DI）と被害度（DOD）及び風速の関係」修正（案）
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【DI新規追加】船舶

番号 被害指標（DI） 概要

31 船舶
最新の研究結果から、陸上に置いてあるプレジャーボートの横転を評定の対象とする。
今後、評定の対象をプレジャーボート以外に広げることを考慮し、被害指標（DI）31を
設け「船舶」とする。

日本版改良藤田スケールに関するガイドライン付録B「被害指標（DI）と被害度（DOD）及び風速の関係」追記（案）
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【修正】DI=13（軽自動車）、14（普通自動車）

• 重量物の積載による評定判断基準の削除

DI=13 軽自動車 「運用上の解説」
（６）DOD=2、3において車両に重量物が積載されている場合、乗車人数が多い場合などは評
定対象外とする。 →削除

DI=14 普通自動車 「運用上の解説」
（６）DOD=2、3において車両に重量物が積載されている場合、乗車人数が多い場合などは評
定対象外とする。 →削除

＜削除する理由＞
重量物の有無を考慮するのは大型自動車のみであり、他の自動車には該当しないため。
（2023年9月、東京工芸大学 吉田教授に確認）
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ガイドライン改正後の被害指標一覧

No. 被害指標（DI） No. 被害指標（DI）
1 木造の住宅又は店舗 16 鉄道車両
2 鉄骨系プレハブ住宅又は店舗 17 電柱
3 鉄筋コンクリート造の集合住宅 18 地上広告板
4 仮設建築物 19 道路交通標識
5 大規模な庇・独立上家の屋根 20 カーポート
6 鉄骨造倉庫 21 塀
7 木造の非住家建築物 22 木製・樹脂製・アルミ製フェンス、メッシュフェンス
8 園芸施設 23 道路の防風・防雪フェンス
9 木造の畜産施設 24 ネット（野球場・ゴルフ場等）
10 物置 25 広葉樹
11 コンテナ 26 針葉樹
12 自動販売機 27 墓石（棹石）
13 軽自動車 28 路盤
14 普通自動車 29 仮設足場（壁つなぎ材）
15 大型自動車 30 ガントリークレーン

31 船舶
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今後の予定
2024年（令和6年）
• 3月19日（火） 竜巻等突風の強さの評定に関する検討会（第13回）

• 3月29日（金） 日本版改良藤田スケールに関するガイドライン一部改正
気象庁ホームページ関連コンテンツの修正（DIの追加）

• 4月 1日（月） ガイドラインの更新箇所を加え、
気象庁の突風調査での突風の強さの評定を開始
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以下、補足資料
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外壁材とJEF風速

外壁材 風圧 破壊モード
破壊荷重
（N/㎡）

破壊荷重
（N/㎡）
✕α
（0.8）

外圧係数 内圧係数 風力係数
風速

（m/s）
JEF風速
（m/s）

正圧 板曲げ 4850 3880 2.97 -0.5 0.95 82.3 80
負圧（一般部） 木ネジ引抜 2640 2112 -1.80 1.5 -0.91 62.3 60

正圧 板曲げ 4200 3360 2.97 -0.5 0.95 76.6 75
負圧（一般部） 釘引抜 2200 1760 -1.80 1.5 -0.91 56.8 55

正圧
圧力箱による破壊
胴縁間隔910mm

5250 4200 2.97 -0.5 0.95 85.6 85

負圧（隅角部） 5500 4400 -2.20 1.5 -1.02 84.9 85

正圧
圧力箱による破壊
胴縁間隔606mm

9750 7800 2.97 -0.5 0.95 116.7 115

負圧（隅角部） 9750 7800 -2.20 1.5 -1.02 113 115
正圧 板曲げ（たわみ） 4800 3840 2.97 -0.5 0.95 81.9 80

負圧（一般部） 3200 2560 -1.80 1.5 -0.91 68.6 70
負圧（隅角部） Zクリップ破壊 5000 4000 -2.20 1.5 -1.02 80.9 80

正圧 板曲げ（たわみ） 3750 3000 2.97 -0.5 0.95 72.5 75
負圧（一般部） 3020 2416 -1.80 1.5 -0.91 66.6 65
負圧（隅角部） イナズマプレート破壊 4400 3520 -2.20 1.5 -1.02 75.9 75

スレート波板 正圧 2350 1880 2.97 -0.5 0.95 57.3 55

窯業系サイディング

複合金属サイディング

鋼板製外壁

押出成形セメント板（ECP）

ALC

建築研究所作成「建築物の外壁材のDOD案V3」（2023）より引用

＜JEF風速値>
• 窯業系サイディング（住宅・事務所） 60m/s (JEF2) 
• 複合金属サイディング（住宅・事務所） 55m/s(JEF2) 
• 鋼板製外壁（工場・倉庫など） 85m/s(JEF4) 
• 押出成形セメント板（オフィスビル） 70m/s(JEF3) 
• ALCパネル（オフィスビル） 65m/s(JEF2～3) 
• スレート波板 55m/s (JEF2) 

DI＝6 鉄骨造倉庫のJEF風速案
代表値：ALCパネル、押出成形セメント板（65-70m/s）
上限値：鋼板製外壁（85m/s）
下限値：スレート波板（55m/s）


